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に
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岡
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高
民
経
疎
開
率
三
園
民
経
済
息
T

(
上
)

1
1
9
ス
ト
の
園
民
経
漕
撃
に
つ
い
て
は

l
l

白

杉

庄

付
仇
ド
白
M
H

ー

7
9
1
ド
柑
ノ
ツ
ヒ
・
リ
ス
ト
の
名
著
『
政
治
経
持
率
の
闘
民
的
盟
系
』
の
基
礎
を
な
し
、
そ
の
撃
史
的
債
値
を
重
か

の
二
思
想
で
あ
る
。

ら
し
め
る
の
法
、

高
局
主
義
に
封
ず
る
閥
民
主
義
、

交
換
債
値
説
に
封
す
る
生
産
力
説
、

〉
に
我
ム
ザ
は
も
前
者
を
問
題
と
し
、
寓
民
主
義
的
経
済
摩
と
園
民
主
義
的
極
構
撃
と
の
匡
別
並
に
そ
の
闘
係
に
闘

す
る

9
ス
ト
の
思
想
を
跡
づ
け
て
、
彼
の
圃
民
盤
済
事
の
意
義
を
明
か
に
し
、
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
今
確
立
さ
る

べ
き
圃
民
主
義
的
麗
消
息
一
ゐ
一
の
自
覚
に
到
達
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
我
々
は
第
一
に

p
ス
ト
岡
民
極
端
情
皐
の
本

質
並
に
そ
の
方
法
を
明
か
に
し
、
絡
に

9
ス
ト
園
民
主
義
経
持
串
の
抽
象
性
を
指
摘
す
る
こ
と
に
す
る
。

ーー

リメ

λ

ト
が
園
民
経
併
を
考
へ
る
に
嘗
っ
て
そ

ω中
心
以
来
る
の
は
l

困
民
髄
Z
F円

5
E
-
5」
ゐ
思
想
で
み
る
。

彼
は
『
岡
民
的
盟
系
』
の
序
文
に
書
い
で
ゐ
る
、
「
私
に
よ
っ
て
打
樹
て
ら
れ
た
臆
系
の
特
徴
的
相
違
と
し
て
私

は
園
民
瞳
を
指
示
す
る
。
個
人
と
人
類
と
の
中
間
物
と
し
て
の
国
民
躍
の
性
質
の
上
に
私
の
会
建
造
物
は
建
設
さ

高
民
縄
済
閣
申
と
園
民
経
済
事

第
四
十
一
巻

五
六

第
四
時
制

一
一
九

ヲ
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Das nationalc System der politischen (]konomie. 1841.こ冶には Wa阻 tigの
編纂にかムはる Sammlungsozialwl!，(:;enschaftllcher M田 51er，Bd. UI， 1904に
よる.
Pストは営時の支酉E的経罰事E塾の三大歓鮎色じて (1)無制限なる薦民主義・
(2)死せる唯物主義， (3)秩序を雷Lす自己主義並に個人主義を奉げ， (1)， (3) 
の怯黙を園民主義に土って，や)のi決J'.~ を生産カの理論によって正さんとす



高
民
経
済
撃
と
園
長
経
摘
間
接

れ
て
ゐ
る
」
と
ρ
園
民
瞳
と
は
園
民
的
共
同
生
活
躍
邸
ち
岡
家
的
統
一
や
で
も
っ
た
人
間
世
舎
の
事
で
あ
ら
う
が
、

第
四
十
一
巻

五
六
四

第
四
時
耽

一二

O

そ
れ
ぞ
リ
ス
ト
は
ど
う
考
へ
る
か
。
ぞ
れ
を
明
か
に
す
る
た
め
に
我
冷
は
彼
の
吐
曾
観
を
顧
る
必
要
が
あ
る
。
彼

は
人
間
の
周
檀
生
活
の
必
要
に
つ
い
て
、

孤
立
せ
る
個
人
は
無
力
無
援
で
あ
っ
て
、

共
通
目
的
の
追
求
に
劃
す
る

祉
合
目
的
結
合
闘
係
い
い
立
つ
人
冷
の

と
述
べ
て
ゐ
る
。
而
し
て
こ
の
園
臨
生
活

ド
ト
は
闘
民
関
正
人
顕
在
約
二
種
類
が
め
る
。
「
罰
個
人
。
制
定
松
下
仁
於
け
る
最
高
の
現
称
賀
現
3
れ
r-
ゐ
ろ
結

、

、

、

、

、

、

、

、

、

j

会
は
岡
家
並
に
園
民
の
そ
れ
で
あ
り
、
最
高
の
想
像
し
得
る
聯
A
口
は
会
人
類
の
そ
れ
で
あ
る
'
一
。

個
人
的
諸
力
の
結
合
は
諸
個
人
の
幸
繭
賞
現
の
最
も
有
力
な
る
方
法
で
あ
り
、

数
日
か
大
な
る
程
一
層
よ
く
精
神
的
並
に
肉
膿
的
幅
一
耽
は
賀
現
さ
れ
る
、

会
人
類
的
結
合
に
う
い
て

p
ス
ト
は
次
の
如
く
考
へ
る
。
丁
度
個
人
が
国
民
惜
に
於
て
そ
の
目
的
を
最
も
よ
〈

遣
し
得
る
如
く
、
総
て
の
園
民
は
そ
の
目
的
を
、
そ
れ
ら
が
制
定
法
・
永
遠
の
平
和
・
自
由
交
通
に
よ
っ
て
結
令
さ

れ
て
ゐ
る
な
ら
ば
、
進
か
に
高
い
度
合
に
於
て
遣
し
得
る
で
あ
ら
れ
。
圃
民
の
杢
人
類
的
結
A
口
及
び
永
遠
の
平
和

の
理
念
は
開
性
に
よ
っ
て
も
宗
教
に
よ
っ
て
も
命
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
ち
、
個
人
間
の
闘
争
に
し
て
既
に
反
理

性
的
左
す
る
な
ら
ば
、
園
民
聞
の
そ
れ
は
何
屠
倍
き
う
で
あ
ら
う
か
。
つ
ま
り
そ
れ
は
我
冷
の
理
想
で
あ
る
。
而

ウ
エ
ル
ト
力
イ
ス
ト

し
て
と
の
理
想
の
貫
現
は
歴
史
的
に
も
世
界
精
神
の
傾
向
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
多
〈
の
徴
表
が
、
人
類
の
原
始

朕
態
に
於
げ
る
家
族
園
睡
か
ら
都
市
へ
、
そ
れ
か
ら
都
市
の
聯
合
、
・
次
に
全
国
の
結
合
、
最
後
に
多
〈
の
園
家
の

制
定
法
下
に
於
け
る
結
合
印
ち
る
一
人
類
の
総
結
合
、
と
い
ふ
世
界
精
神
の
傾
向
を
暗
示
す
る
。
今
で
さ
へ
既
に
そ

れ
は
徐
冷
に
寅
現
さ
れ
つ
う
あ
る
。

「
自
然
ぞ
の
も
の
は
諸
国
民
を
徐
冷
に
こ
の
最
高
の
聯
令
に
駆
h
立
て
る
、

る。..a・O.S. <167---68. 
3) a. a. O. S. 40. 4) a. a. O. S. 61， 208-209・
5). 6) a・a.O. S. 61. 7) a. a. O. S. 209-
10) ~a. a. O. S. 210. 



• 

自
然
は
気
候
・
土
地
・
並
に
生
産
物
の
相
違
に
よ
っ
て
諸
岡
民
を
交
換
に
、
過
剰
人
口
及
び
資
本
並
に
技
量
の
鈴
剰

分
を
移
住
並
に
植
民
に
推
遺
る
。
園
際
貿
易
は
、
ぞ
れ
が
新
歌
望
の
惹
起
に
よ
っ
て
活
動
並
に
努
力
に
ま
で
刺
戟

し
、
思
想
・
竣
明
・
カ
を
一
岡
民
か
ら
他
固
民
に
博
遣
す
る
が
故
に
、
文
明
と
闘
民
幅
祉
の
最
も
有
力
な
る
横
粁
の

一
で
あ
る
。
」
然
し
現
在
園
際
貿
易
を
通
じ
て
殺
生
す
る
諸
園
民
の
結
合
は
ま
だ
金
〈
不
完
杢
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ

は
戦
争
又
は
諸
国
民
の
利
己
的
政
策
に
よ
っ
て
破
壊
或
は
少
く
と
も
弱
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
職
手
に
よ
っ
て

闘
民
は
そ
の
自
立
性
・
財
産
。
自
由
市
濁
立
・
憲
法
と
法
律
・
閤
民
性
・
文
化
並
に
繭
一
耽
を
奪
は
れ
、
間
民
は
征
服
き
れ

る
c

他
岡
民
の
利
己
的
政
策
じ
よ
っ
て
闘
民
は
そ
の
軽
樺
的
後
展
を
構
飢
或
は
退
歩
せ
し
め
ら
れ
る
。

，十相¢知一〈

日
ノ
ヌ
ト
は
永
遠
の
平
和
炉
支
配
す
る
全
人
類
的
世
舎
が
理
惣
で
あ
h
、
有

s
u
a
-
-

、
，
‘
?
、
.
-
-
P
遇、司
1
b
-
-

F
£
J
A罰

E
n
;
・
依

E
司
4
q
t
y

、
」
回

F

ヨJ
a巳

Z
J
一
a
s
J
'
t
4
2
1
'
J
I
t
d
司
d

れ
つ
〉
あ
る
，
か
、

而
も
そ
の
完
全
な
る
貴
現
は
未
だ
し
と
現
宜
を
批
剣
し
て
、

闘
民
瞳
な
る
闇
瞳
生
活
に
移
り
行

〈

「
園
民
瞳
の
保
持
・
殺
展
並
に
完
成
は
目
下
園
民
努
力
の
主
要
艶
象
で
あ
り
、
且
っ
さ
う
で
な
〈
で
は
な
ら

ぬ
。
こ
れ
は
決
し
て
誤
っ
た
利
己
的
な
努
力
で
は
な
く
し
て
、
全
人
類
の
異
の
利
盆
と
完
全
に
一
致
せ
る
努
力
で

、
、
、
、
.

あ
る
。
何
故
な
ら
こ
れ
は
白
色
諸
岡
氏
の
制
定
法
下
に
於
け
る
究
極
的
結
令
卸
ち
世
界
聯
人
H

(

戸『"を
2
印
刷

-z
口一
0
2
)

に
導
く
か
ら
で
あ
っ
て
、
世
界
聯
舎
は
多
く
の
岡
民
が
文
化
と
勢
力
の
同
一
段
階
に
到
達
す
る
場
合
、
従
っ
て
世

界
聯
A
口
が
同
盟
の
方
法
で
寅
現
さ
れ
る
場
合
に
の
み
有
盆
で
あ
り
得
る
」
。
反
之
、
た
Y

一
国
民
の
優
越
せ
る
政
治

的
勢
力
・
富
か
ら
起
り
、
従
っ
て
他
の
諸
園
民
瞳
の
隷
属
の
上
に
訂
樹
て
ら
れ
た
世
界
聯
合
は
、
穂
て
の
園
民
性

及
び
民
族
間
の
競
争
を
消
失
せ
し
め
、
穂
て
の
闘
民
利
盆
と
聞
民
戚
情
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
J
V

か
く
て
人
聞
は

禽
民
経
補
問
墜
と
岡
氏
経
済
事

第
四
十
一
巻

五
六
五

第
四
時
踊

a. a. O. S. 61-62・ーーリストは或J.i所で諸国民離反の原因について謹ペて
ゐる。その第ーは領土闘争である。)I!に諸国民間の反感の原因仁は，工業
貿易・海運・並に椋民地所有に潤す昌利盆の相違 文化段階，宗教並に政治
状態の相法がある。乍併，反感の原IUはまた好意の原因である。劣勢なる
ものは優勢なるものに，被脅威者l;t'[E復者に，陸軍困は海軍固に，農業並tニ
貿易の劣弱な石ものはそれらめ濁diを目 Fす色の1:， 文明なるものは未開
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高
民
経
諸
問
皐
と
岡
民
経
済
曲
学

第
四
十
一
容

荒
六
六

抽
象
的
な
個
人
或
は
人
類
と
し
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
具
躍
的
に
は
闘
民
と
し
て
あ
る
。

「第
岡、里
氏、酬

は
そ
の
特
殊
の

一
一ー一

言
語
と
文
準
、
そ
の
個
有
の
起
原
と
歴
史
、
そ
の
特
殊
の
風
俗
と
靖
国
慣
、
法
律
と
施
設
、
そ
の
生
存
・
濁
立
・
完
成

永
績
の
要
求
、
及
び
匡
劃
さ
れ
に
領
土
、
そ
も
っ
て
、
個
人
と
人
類
と
の
聞
に
存
在
す
る
。
そ
れ
は
精
神
及
び
利

盆
の
多
数
の
紐
帯
に
よ
っ
て
一
の
澗
立
に
存
立
す
る
み
一
闘
に
結
A
n
し
、
瓦
に
法
律
令
」
承
認
し
会
ひ
、
会
韓
と
し
て

同
種
の
他
の
諸
枇
曾
に
目
下
向
そ
の
自
然
的
自
由
に
於
て
樹
立
し
、
従
っ
て
現
在
の
世
田
押
事
情
の
下
に
於
て
は
た

日
自
ら
の
カ
と
手
段
Lζ

に
」
つ
て
の
み
湖
立
不
端
宏
主
張
し
得
る
所
の
枇
命
は
で
み
る
む
個
人
は
主
と
し

E
岡
民
に

よ
っ
て
而
し
て
岡
氏
の
内
で
精
紳
的
教
養
・
生
産
力
・
安
全
及
び
卒
掘
を
獲
得
し
得
る
知
〈
、
人
類
の
文
明
は
諸
岡

民
の
文
明
及
び
酷
味
違
を
媒
介
と
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
且
つ
可
能
な
の
で
あ
る
つ
」
|
|
所
で
園
民
の
般
態
に
は
無
限

の
相
蓮
が
め
る
。

E
人
と
依
儒
、
正
常
惜
と
廃
人
、
文
明
・
半
文
明
及
び
野
盤
。
が
、
凶
ノ
ス
ト
が
問
題
と
す
る
の

「
標
準
的
な
困
民
は
共
通
の
言
語
と
文
撃
、
多
様
な
自
然
的
富
源
を
も
ち
、
康
犬
に

し
て
よ
く
整
理
さ
れ
た
領
土
、
及
び
大
な
る
人
口
、
を
有
す
る
。
農
業
・
工
業
・
商
業
及
び
海
運
は
そ
こ
で
均
務
に

は
標
準
的
な
園
民
で
あ
る
。

殺
遼
せ
し
め
ら
れ
る
、
事
術
・
科
皐
・
教
育
施
設
及
び
普
通
教
育
は
そ
こ
で
は
物
質
的
生
産
と
同
じ
高
さ
に
立
っ
て

ゐ
る
。
憲
法
・
法
律
・
諸
施
設
は
そ
の
成
員
に
高
度
の
安
全
と
自
由
含
奥
へ
、
宗
教
心
・
倫
理
・
富
裕
を
促
進
す
る
。

一
言
に
し
て
言
へ
ば
、
市
民
の
幅
一
肱
を
目
的
と
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
自
由
・
濁
立
を
擁
護
し
外
岡
貿
易
を
保
護

ず
る
に
足
る
陸
海
軍
を
も
っ
、
そ
れ
に
は
後
準
園
民
の
文
化
に
働
き
か
け
、
そ
の
過
剰
人
口
・
精
神
的
並
に
物
質

的
安
本
を
以
て
植
民
地
を
興
し
新
聞
民
を
創
る
カ
が
あ
る
。
」

なるものに， 君主園は民主国に好意を寄せる。(，..a. O. S. 523-24)一一叉
H月トは戦争を一方的にた Y圃民経涛の慌置u原悶とのみ見るのではない
被は同時に他方に於で， ぞれが岡民経務費展の契機Tこh得るといふ具健的
見解を示してゐる。 (S，276-78) 
a. a. O. S. 62-63・ 13) a. a. O. S. 268. 
a. a. O.S. 269・

日)
14) 



右
の
如

t-j
ス
ト
は
固
め
を
個
人
と
人
類
と
の
中
間
物
と
規
定
す
3
0
然
ら
ぱ
園
民
町
宮
と
は
何
か
。
彼
は
艦

梼
の
何
で
め
る
か
を
何
虞
に
も
明
か
に
し
て
ゐ
な
い
が
、
闘
民
経
樺
に
つ
い
て
も
さ
う
で
あ
る
。
が
、
察
す
忍
に

彼
の
考
は
か
う
で
あ
ら
う
。
個
人
の
麓
漕
は
私
或
は
個
人
経
済
で
あ
る
。
私
経
済
の
一
圏
内
に
於
け
る
穂
韓
は
ん

民
の
経
済
官
庁
。

r
m
g
g町
仏

g
〈

o-r出
)
で
ゐ
h
J
、
こ
れ
を
会
人
類
的
に
見
れ
ば
寓
民
経
済
で
あ
る
。
こ
〉
で

は
闘
民
盟
の
目
的
並
に
欲
望
は
観
察
さ
れ
十
、
経
漕
は
自
己
自
身
に
於
て
完
杢
な
る
闘
民
の
完
成
・
濁
立
・
永
績
・

勢
力
を
考
慮
し
て
は
規
制
さ
れ
な
い
、

rか
ら
こ
、
‘
で
は
政
治
は
艦
捧
か
ら
除
外
さ
れ
ゴ
る
を
得
な
い
。
こ
冶
で

は
人
は
仁
JV

吐
曾
粧
梼
一
般
の
自
然
法
則
1

1
そ
れ
は
結
成
さ
れ
た
園
民
瞳
が
存
在
し
な
い
場
合
に
自
己
を
後
患

せ
じ
め
形
成
す
る
a
b

の
で
あ
る

l
l佐
考
へ
得
る
に
過
Y
じ
な
い
。
こ
の
人
民
の
超
神
営
、
そ
れ
に
封
し
て
統
一
岡

ん
が
が
働
事
か
け
る
'b
の
ー
し
て
見
向
。
場
令
じ
は
、
剛
氏
純
捕
が
概
ι
中
山
お
れ
る
。
フ
七
れ
に
は
岡
山
水
自
開
の
粧
桝
仁
る

財
政
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
。
私
経
梼
或
は
個
人
経
糟
・
人
民
高
民
経
捧
・
固
民
経
済
は
個
人
・
人
類
及
び
そ
の
中

問
物
左
し
て
の
園
民
の
匡
別
に
醸
宇
る
。
そ
し
て
同
じ
く
闘
民
桓
持
は
他
の
二
経
済
の
中
間
に
位
す
る
と
考
ふ
ペ

き
で
あ
ら
う
。

園
民
趨
梼
は
、
き
き
に
遮
べ
た
如
き
、
標
準
的
な
園
民
に
於
で
完
全
に
後
達
す
る
。
乍
併
、
世
界
何
れ
の
園
も

高
等
な
る
産
業
形
態
の
議
遼
に
適
営
で
あ
る
と
は
言
は
れ
な
い
。
そ
れ
は
た
て
J

温
帯
の
諸
闘
に
の
み
適
嘗
で
あ
っ

て
、
熱
帯
圃
は
或
る
原
料
品
の
生
産
に
自
然
的
特
樺
を
有
し
て
ゐ
る
。
故
に
こ
砂
二
種
の
岡
家
聞
に
は
分
業
と
闘

力
の
聯
舎
と
が
自
然
に
生
じ
て
来
る
つ
吋
ノ
ス
ト
は
更
に
進
ん
で
経
神
的
脱
税
漣
に
必
要
な
凡
べ
て
の
僚
件
を
具
備
す

高
民
経
済
撃
と
圃
民
経
済
曲
学

第
四
十
一
巻

第
四
時
現

一

王
六
七

15) a. a. o. S. 290-91. 同じFとが1:Z湾皐について色言へ品。卸ち個人或は主主
経済摩，人民経済肇，高s';i経済号1 国民経告書畢，財政肇t園祭経済事)。
ストはこ、では鱈湾事そのものについて蓮ベてゐるのであるが， それから
我々はよの如〈謝象規定を推論1-":のである。
a. a. O. S. 287・16) 



湾
民
経
済
撃
と
同
民
経
潜
血
平

凹

第
四
十
一
巻

五
六
八

第
四
時
蜘

る
温
帯
園
民
が
自
然
的
粧
掛
般
態
に
進
む
仁
自
然
的
に
経
過
す
る
樫
済
機
建
段
階
韓
を
説
く
。
ぞ
こ
に
我
冷
は
P

ス
ド
の
聞
民
経
済
の
廃
史
的
規
定
を
う
か
Y
ふ
事
が
出
来
る
。
ぞ
れ
は
野
賢
版
態
・
牧
畜
牒
態
・
農
業
技
態
・
農
工

業
放
態
・
農
工
商
業
朕
態
の
五
段
階
で
あ
る
。
欧
米
諸
園
民
に
例
伝
と
れ
ば
ス
ペ
イ
ン
、

。ホ

Y
ト
ガ

Y
等
一
か
第
三

段
階
に
、
ド
イ
ヲ
、

ア
メ
リ
カ
が
第
四
段
階
に
、

イ
ギ

P
ス
が
第
五
段
階
に
、

フ
ラ
ン
ス
は
第
四
と
第
五
の
中
間

に
位
す
る
。

イ
ギ
u
y
λ

が
到
達
し
に
最
後
の
段
階
に
る
農
工
商
業
服
態
は
何
れ
の
段
階
よ
り
も
温
か
に
文
明
に
し

て
歌
、
指
酌
に
後
山
悲
し
世
力
で
ふ
る
。
面
し
て
工
業
が
闘
内
商
業
@
外
国
貿
易
・
海
道
・
農
業
・
絞
っ
て
文
明
並
に
政
治

的
勢
力
の
基
礎
で
あ
る
。
故
に
濁
立
と
永
績
に
値
す
る
闘
民
は
成
る
べ
く
速
に
農
工
商
業
を
自
園
餌
土
内
で
殺
建

せ
し
か
る
様
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
，
r

そ
の
た
め
に
は
、
就
中
英
園
的
段
階
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
各
時
代
を
遁

じ
て
国
家
樺
力
の
後
動
が
要
求
3
れ
る
、
そ
し
て
そ
れ
が
国
家
の
蛭
糟
的
機
能
で
あ
る
、
と

P
ス
ト
は
考
へ
る
。

|
|
こ
れ
か
ら
察
す
る
に
、
彼
は
、
国
民
経
済
は
園
家
の
政
治
的
活
動
に
よ
っ
て
後
遺
す
る
と
考
へ
た
左
思
は
れ

る
d

そ
れ
以
外
に
彼
は
困
民
に
つ
い
て
も
園
民
粧
梼
に
つ
い
て
も
そ
の
史
的
援
展
の
原
動
力
た
る
べ
き
も
の
に
つ

い
て
の
叙
越
を
な
し
て
居
Av
・
明
確
な
史
観
を
棋
〈
。

一一一

以
上
で
η
ノ
ス
ト
輝
梼
皐
の
劃
象
規
定
た
る
個
人
経
梼
・
高
民
経
糟
・
と
り
わ
け
園
民
蛭
掛
が
説
明
さ
れ
た
。
究
に

こ
れ
ら
に
闘
し
て
成
立
す
る
私
経
祷
皐
・
寓
民
経
梼
皐
・
政
治
盤
漕
皐
が
明
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
所
で
嘗
時
の

支
配
的
経
掛
皐
に
劃
す
る

P
ス
ト
の
批
剣
に
よ
れ
ば
、
ぞ
れ
は
一
方
に
於
て
、

「
園
民
惜
の
性
質
を
認
め
も
し
な

a. a. 0. S. O3-64. 271. この段階設の上に官ストの保護主義が基礎づげ色
れz。叉Pスドは図際貿易に土昌国民館済的号華麗:の四期を劃しでゐる. (1) 
外周工業品輸入及び自国農業生産物並に原料輸出に」品同内農業事I興時代
(2)外図工業製品の輸入と並んt::圃内工業勃興時代、'.(3)掴内工業の関内市場
支配時代 ω自圃工業品輸出及び外圃農業生~物1世に原料輸入時代(S・ 70)
一一角リ λ トの段階説は A.Smithの W.u. N. ])00..< H. chap. 5から籍

17) 



、
.
、

け
れ
ば
圃
民
利
益
の
充
足
に
注
意
し
も
し
な
い
所
の
無
制
限
の
高
民
主
義
(
閃
g
5
8
0
Z同
2
2
5
)」
を
主
張
し
、
他

「
秩
序
を
乱
す
自
己
主
義
並
に
個
人
主
義

(F『
[
F
E
Z
-
2
d
z国
ロ
ロ
向
山
回
コ
任
三
含
丘
町
B
=目)、

方
に
於
て
、

そ
れ
は
吐

舎
的
僻
労
働
の
佳
質
及
び
協
力
の
作
用
を
そ
の
よ
り
高
き
結
果
に
於
て
見
逃
し
て
、
根
本
に
於
て
祉
曾
却
ち
会
人
類

ー
ー
も
し
そ
れ
が
特
殊
の
園
民
諸
畦
曾
に
分
た
れ
な
い
な
ら
ば
ー
ー
と
の
自
由
交
通
に
於
て
後
一
展
す
る
で
あ
ら
う

様
な
、
忍
的
産
業
の
み
を
叙
述
す
る
。
」
そ
こ
で
我
冷
は
先
づ
リ
ノ
ス
ト
の
忍
経
済
皐
批
判
か
ら
見
ょ
う
。

ス
ミ
ス
に
始
ま
る
自
由
主
義
な
る
も
の
は
、
判
払
桓
掛
に
於
け
る
賢
明

は
そ
の
ま
〉
圃
民
経
済
に
妥
嘗
し
、
個
人
は
自
己
の
利
盆
を
最
も
よ
く
知
る
が
、
そ
の
利
己
的
活
動
は
よ
く
公
益

言
ふ
所
は
凡
そ
か
う
で
あ
る
。

ケ
ネ

l
、

こ
一
致
す
る
と
惰
じ
、

圃
家
活
動
を
斥
け
て
佃
人
の
自
由
活
動
一
丸
出
国
巾
N
E
B
-
E
S
m
N
宮
山
回
目
『
を
主
張
し
た
。
然

し
園
民
経
捕
に
於
け
る
賢
明
は
私
経
掛
に
於
て
は
愚
鈍
で

3
へ
あ
ち
ヌ
そ
mw
置
の
↑
こ
と
が
あ
る
。
個
人
の
利
己
活

動
は
必
十
し
も
公
益
と
一
致
し
は
し
な
い
。
だ
か
ら
園
家
権
力
は
危
険
と
損
害
に
劃
し
て
民
衆
全
保
全
す
る
こ
と

を
そ
の
義
務
と
す
る
、
そ
れ
は
私
的
産
業
を
そ
の
た
め
に
制
限
す
る
必
要
に
遁
ら
れ
る
。
と
云
っ
て
、
岡
家
植
カ

叉
草
に
私
的
産
業
を
制
限
す
る
の
で
は
な
い
、
反
卦
に

は
個
人
の
自
由
活
動
を
認
め
な
い
の
で
は
決
し
て
な
い
、

ぞ
れ
は
岡
氏
の
人
格
的
、
自
然
的
諮
力
及
び
資
本
カ
に
慶
大
な
活
動
範
聞
を
創
造
す
る
。
従
っ
て
岡
家
樺
力
は
、
個

人
が
ぞ
れ
を
知
っ
て
ゐ
る
揚
合
で
も
、
自
分
自
身
で
そ
れ
が
な
し
得
な
い
所
の
も
の
を
な
す
の
で
あ
っ
て
、
諸
個

人
が
園
家
樺
力
自
身
よ
り
も
よ
り
よ
く
知
り
且
つ
な
し
得
る
所
の
も
の
を
な
す
の
で
は
な
い
2
0

個
人
の
富
も
生
存

も
か
〉
る
園
家
権
力
の
活
動
を
前
提
す
る
d

岡
家
活
動
を
排
斥
す
る
理
論
が
量
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
園
家
構
力
の
作

直
問
民
経
済
皐
と
園
民
経
済
事

五
六
九

第
四
時
田

五.

第
四
十
一
巻

られた色のTごと言はれる Gide引 Rbt，Histoire， p. 318. 又それは英国的
四階を正常的理想、内なるものと考へてゐるといふ ζ と， 或は又それは種々
C5奥的事責によって訣bである Eいふことが詮明串れると批列される。が，
こ、ではこれらの問婚に立入らない。
経理警に封する政治の優位1:-.)いでは，例へばa.a. O.r S. 213， 
a.a: O. S. 267・ 20了U. ll. O. s. 255ー出 21) a. a. O. S. 112，194-95-

18) 
19) 



帯
同
氏
経
済
皐
と
圃
民
経
務
皐

第
凶
十
一
巻

第
四
時
蜘

一
一一占ノ、

五
七

O

用
最
も
少
〈
個
人
の
自
由
最
も
大
な
る
野
監
民
族
が
世
界
で
最
も
生
産
的
に
し
て
富
裕
で
あ
ら
う
。
彼
等
自
由
主

義
者
は
園
民
の
経
済
殺
達
段
階
を
知
ら
な
い
の
だ
。
統
計
と
際
史
は
、
立
法
棋
並
に
行
政
の
干
捗
が
、
困
民
鰹
梼

一
か
綾
達
す
れ
ば
す
る
程
盆
ミ
必
要
と
な
る
事
を
教
へ
る
。

「
桐
人
的
自
由
は
一
般
に
、
ぞ
れ
が
祉
命
日
の
目
的
に
反

せ
な
い
限
り
に
於
て
の
み
、
善
な
る
も
の
で
あ
る
に
過
ぎ
ぬ
如
〈
、
理
性
的
に
私
的
産
業
は
、
そ
れ
が
園
民
の
幸

瓶

E
一
致
寸
る
限
り
に
於
て
の
み
無
制
限
の
活
動
を
要
求
寸
る
事
が
出
来
る
。
乍
併
、
諸
個
人
の
活
動
一
が
こ
の
た

め
に
足
ら
な
い
場
合
に
は
、
或
は
そ
れ
が
岡
民
に
有
害
で
も
あ
ろ
や
う
な
場
合
に
は
、
そ
れ
は
闘
民
の
杢
カ
に
よ

る
援
助
を
要
求
し
、
ぞ
れ
自
身
の
利
盆
の
た
め
に
法
的
制
限
に
服
従
す
べ
き
で
あ
る
o
」
そ
の
際
注
意
す
べ
き
は
園

ナ
ヂ
ヨ
ナ

l
ル
・
グ
ぜ
ル

ν
ヤ
フ
ト

民
利
盆
と
は
、
闘
民
世
舎
の
成
員
と
し
て
の
資
格
に
於
て
考
察
さ
れ
亡
の
で
は
な
い
諸
佃
人
の
私
的
利
盆
の

融
和
主
は
具
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

た
め
の
犠
牲
を
忌
避
す
る
。

hr
〉
る
孤
立
的
個
人
は
困
民
の
濁
立
ι

永
績
・
勢
力
・
築
光
に
介
意
せ
十
そ
の

、
、
、
.
、
‘
.
、
.
、
、
、
、
‘
.
‘
.
、
、
、
、
、
民

か
く
て
支
配
的
理
論
に
於
て
は
困
民
経
掛
皐
は
な
艦
梼
皐
と
同
意
義
な
の
で
あ
る
σ

従
来
の
撃
既
は
、
自
由
無
制
限
に
交
通
し
、
私
利
追
求
の
衝
動
に
放
任
き
れ
る
場
会
に
の
み
満
足
す
る
諸
佃
人

を
見
る
に
過
ぎ
ぬ
事
右
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
そ
こ
で
は
園
内
の
個
人
が
直
接
に
外
闘
の
個
人
に
針
立
せ

剖

し
め
ら
れ
る
。
帥
も
そ
れ
は
、
単
な
る
個
人
、
草
な
る
人
類
の
前
に
園
民
を
見
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
明
か
に

「
園
民
の
極
構
皐
睡
系
」
で
は
な
く
て
、
園
家
権
力
の
介
入
・
戦
争
・
外
園
の
敵
掛
的
政
策
な
〈
し
て
現
は
れ
る
や
う

な
「
人
類
の
私
極
構
撃
の
韓
系
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
如
何
な
る
手
段
に
よ
っ
て
現
在
繁
祭
せ
る
諸
岡
民
が
勢
力
と

闘
富
の
現
段
階
に
到
達
し
た
か
、
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
他
の
諾
園
民
は
闘
富
と
勢
力
の
低
い
肢
態
に
越
さ
れ

a. a. O. S. 265 
a. a. O. S. 265-67. Thomas Ca>op廿;;Lectu:-es 'on 'PoHtic;al Ec"nomy， p. 1. 
15. 19. II7・から引用しでゐる.r政治樫糟隼は殆んと'綿ての布、経済事と同
意義である，政策は政治経涛撃の本質的構成分ではなし、」と。
a. a. O. S. 2. 
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た
か
の
誼
明
は
何
庭
に
も
な
い
。

「
我
今
は
そ
れ
か
ら
次
の
事
だ
け
や
皐
ぴ
得
る
、
印
ち
如
何
に
し
て
使
値
あ
る

生
産
物
を
交
換
に
膏
す
た
め
に
な
的
産
業
に
於
て
白
然
力
・
州
労
働
及
び
資
本
が
結
ム
口
き
れ
、
且
つ
如
何
な
る
仕
方

に
於
て
そ
の
生
産
物
が
人
類
の
聞
に
分
配
さ
れ
消
費
さ
れ
る
か
を
。
然
し
如
何
な
る
手
段
に
よ
っ
て
一
の
園
民
腫

に
属
す
る
自
然
諸
カ
を
作
用
せ
し
め
債
値
あ
ら
し
め
る
に
め
に
、
貧
困
無
力
な
闘
民
を
富
と
カ
に
高
め
る
に
め
に

利
用
さ
れ
る
か
は
全
然
知
ら
な
い
。
と
い
ふ
の
は
こ
の
撃
波
は
政
策
を
会
〈
拒
否
し
て
岡
民
の
特
殊
諾
服
態
を
知

ら
や
、
全
人
類
の
幅
一
肱
の
み
を
慌
慮
す
る
か
ら
で
あ
ム
o
」
か
〈
て
個
人
主
義
は
必
然
的
に
寓
民
主
義
で
あ
る
。
私

経
滞
感
は
高
民
粧
稗
曲
目
す
一
結
ん
で
一
と
な
り
、
岡
民
経
稗
墜
に
針
立
す
る
。
こ
〉
に
於
て
我
冷
は
相
針
立
す
る
高

元
経
柑
向
型
?
と
現
元
経
都
事
E
v
r
r
t
e
R
Z
o

j
i
i
J一

1
1
1
2』
-
t
T
I

タりと

はf
Hj 

， ;1: 
~:II 
イ可

聞
係

2
1
ρ
一剖

5
、
J
ハJ
こ
ιι'p

-
4
'
Z
1〈
λ
7
J
l
J
l
E
t
M司
王
d
A

は
P
ス
ト
闘
民
経
沸
撃
の
皐
問
論
的
規
定
ぞ
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

四

叩ルス

F
に
依
れ
ば
、
闘
民
経
梼
皐
は
経
験
科
皐
で
あ
り
、
面
も
同
時
に
賀
践
撃
で
あ
る
c

印
ち
、
政
治
極
端
併
串

は
そ
の
皐
設
伝
経
験
か
ら
掻
取
し
、
そ
の
方
策
を
現
在
の
要
求
並
に
各
倒
岡
氏
の
特
殊
事
情
に
趨
醸
せ
し
め
ね
ば

な
ら
ぬ
、
市
も
そ
れ
を
媒
介
と
し
て
婚
家
並
に
全
人
類
の
要
求
を
賞
現
せ
ね
ば
な
広
な
い
の
で
あ
る
。
「
故
に
政

治
経
済
串
は
哲
皐
・
政
策
・
歴
史
に
依
接
す
る
o
」
|
「
哲
撃
は
将
来
並
に
会
人
類
の
利
益
に
於
て
、
諸
国
民
相
互

が
一
層
接
近
す
石
こ
と
、
出
来
る

rけ
職
守
合
避
け
る
こ
と
、
園
際
的
法
律
扶
態
の
創
設
と
後
展
、
所
謂
闘
際
法
か

ら
聯
邦
法
へ
の
移
行
、
精
神
的
並
に
物
質
的
闘
係
に
於
げ
る
国
際
的
交
通
の
統
一

-
最
後
に
組
園
民
の
制
定
法
下

蔦
民
精
済
由
市
と
岡
氏
経
潜
周
十

第
四
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一
巻

五
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第
凶
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". a. O. S. 253-64 
島史的に視でも械での経済撃設は{"Iらかの形IC.於て魂賓， 現貨の賞時，即
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「こる AntonioSe:rraはグエユ λ の朕恕iがら，産業穂茶の代表者Tこる James 
Stellartはイギリスの賓勝から，そのw設の大部分を抽象した。 (a.a.. O. S 
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第
四
十
一
巻

に
於
け
る
結
合
印
ち
世
界
聯
合
を
要
求
す
る
o
」
|
|
「
反
之
、
政
策
は
各
個
岡
民
の
利
盆
に
於
て
、
岡
民
の
濁
立
と

高
民
経
済
撃
と
同
氏
経
済
早

五
七

第
四
時
抗

ノ1、

永
績
に
劃
す
る
保
謹
・
文
化
踊
枇
並
に
勢
力
に
於
け
る
そ
の
進
歩
の
促
進
及
び
一
の
全
て
の
部
分
に
亘
っ
て
充
分

且
つ
調
和
的
に
殺
展
し
た
自
己
自
身
に
於
て
完
全
に
し
て
濁
立
な
る
政
治
瞳
と
し
て
の
そ
の
枇
命
日
航
態
の
礎
遣
に

劃
す
る
特
殊
の
方
策
ぞ
要
求
す
る
o
」
|
|
「
厩
史
だ
け
で
云
へ
ば
、
そ
れ
は
如
何
に
し
て
何
時
で
も
人
間
の
物
質

的
並
日
精
神
的
幸
一
澗
が
そ
の
政
治
的
有
利
政
に
そ
の
商
業
的
結
合
の
演
大
と
比
例
し
て
増
大
す
る
か
営
教
へ
る
事

に
よ
っ
て
、
勝
奈
の
要
求
の
た
め
に
語
る
事
は
明
か
で
あ
る
。
乍
併
、
そ
れ
は
現
在
並
に
園
民
醐
胞
の
要
求
を
色
是

認
す
る
。
ぞ
れ
は
如
何
に
し
て
特
に
自
ら
の
文
化
並
に
勢
力
の
要
求
を
眼
中
に
置
か
な
か
っ
た
諸
岡
民
が
滅
亡
し

た
か
、
而
も
如
何
に
遁
か
に
進
ん
だ
諸
園
民
と
の
無
制
限
の
交
通
が
そ
の
殺
展
の
第
一
段
階
に
あ
る
各
民
族
に
有

強
で
あ
る
か
、
然
し
如
何
に
し
て
各
園
民
は
闘
際
交
通
の
或
一
定
の
制
限
に
ょ
う
て
の
み
よ
り
高
き
毅
遣
と
他
の

よ
り
謹
ん
だ
園
民
腫
と
の
卒
等
化
に
到
達
す
る
或
姑
に
到
達
し
た
か
を
教
へ
る
事
に
よ
っ
て
Y
あ
る
。
か
く
て
歴

史
は
哲
皐
左
政
策
と
の
雨
面
の
要
求
の
聞
の
媒
介
を
指
し
示
す
の
で
あ
る
。
」

ポ
リ
テ
ィ
l
ク

プ

ラ

ウ

ν
ス

こ
〉
に
一
宮
ふ
哲
皐
と
は
理
論
の
こ
と
で
あ
り
、
政
策
は
叉
貸
践
と
同
義
に
解
さ
れ
る
。
前
者
は
寓
民
主
義
の

一
面
的
要
求
を
、
後
者
は
園
民
瞳
の
特
殊
要
求
の
み
を
代
詩
す
る
。
皐
史
的
に
云
へ
ば
、
所
調
重
商
盟
系
1
1
1
?

ス
ト
は
こ
の
栴
呼
を
謀
れ
り
と
し
て
産
業
瞳
系
(
H
E
E
1
2
E
3
)
と
呼
ぷ
ー
ー
は
翠
純
な
る
政
策
l
貫
践
の
立

場
に
し
て
、

ケ
ネ

l
に
始
ま
る
重
農
主
義
及
び
そ
れ
を
完
成
し
た
ス
ミ
ス
を
創
設
者
と
し
・
セ
イ
を
最
色
有
力
な

組
連
者
と
す
る
・
交
換
債
値
躍
系
(
叶
吉
田
町
『
5
2
2
3
R
E
)
|
1
9
ス
ト
は
こ
の
皐
振
は
産
業
盟
系
E
諜
h
ノ
稿
さ

はイギ官スの状態から彼の高民樫滑撃を抽象した。 (s.45')同様に L凶は
ドイツの紋態から国民経済撃を抽象した。
a. a. O. s. 5 z-53・27) 



れ
た
と
す
る
|
|
i
は
専
ら
哲
島
一

1
理
論
の
立
場
に
立
つ
。
所
で
車
な
る
理
論
と
賞
践
と
は
共
に
抽
象
的
で
あ
る
。

行
か
ら
咽
ノ
ス
ト
は
哲
皐
-
H
理
論
と
政
策
目
貫
践
と
を
居
間
史
に
於
て
統
一
す
る
。
従
っ
て
串
史
的
に
も
雨
皐
慌
の
抽

象
性
を
脆
し
て
具
瞳
的
な
る
盟
系
は
歴
史
的
立
場
に
於
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
尤
も
彼
は
草
な
る
政
策

H
貫
践
の
立
場
に
於
け
る
園
民
的
傾
向
に
よ
り
多
〈
の
同
情
を
示
し
、
哲
島
平
H

理
論
の
立
場
に
於
け
る
寓
民
的
傾

向
に
直
接
に
反
劃
す
る
が
。

l
lこ
の
歴
史
的
立
場
に
於
て
成
立
す
る
鰹
霊
京
η
ノ
ス
ト
の
所
調
政
治
或
は
岡
民

経
稗
撃
で
あ
っ
て
、
哲
皐
的
立
場
に
於
て
成
立
す
る
寓
民
経
稗
墜
と
封
立
せ
し
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
の
極
構
皐
は

3
き
の
こ
の
闇
韓
生
活
の
直
別
と
の
闘
係
に
於
て
次
の
如
〈
規
定
さ
れ
る
o

郎
ち
寓
民
或
は
世
界
経
掛
皐
は
、
地

上
の
総
て
の
囲
民
が
だ
JI
永
遠
の
平
和
の
掩
に
生
き
る
単
一
の
枇
舎
を
形
成
す
る
に
過
ぎ
ぬ
』
い
ふ
前
提
か
ら
出

9

0

リ

殺
仏
、
「
如
何
ド
し
て
を
人
類
が
一
澗
一
脈
仁
到
設
し
科
る
か
合
数
へ
る
所
の
閑
却
し
で
め
hau
ヌ
↑
み
人
類
の
利
金
の
め

金
考
察
し
て
特
殊
諸
園
民
の
特
別
利
益
を
顧
慮
し
な
い
所
の
経
済
皐

l
l
そ
れ
が
寓
民
的
或
は
世
界
経
掛
皐
或
は

る
一
人
類
の
経
済
皐
で
あ
る
σ」
反
之
、

政
治
或
は
困
民
経
梼
皐
は
闘
民
瞳
の
概
念
及
び
本
質
か
ら
出
後
し
で
、

如
何

に
し
て
一
定
の
園
民
が
一
定
の
世
界
肢
態
・
特
定
の
圃
民
事
情
の
下
に
そ
の
極
構
肢
態
金
維
持
改
善
し
得
る
か
、

農
業
・
工
業
・
商
業
に
よ
っ
て
掴
一
枇
・
文
明
・
勢
力
に
到
達
し
得
る
か
を
教
へ
る
所
の
撃
で
あ
れ
。

ぞ
の
極
端
情
披
態
に
於
て
準
歩
す
る
た
め
に
従
は
ね
ぽ
な
ら
ぬ
所
の
政
策
い
で
あ
り
、

の
経
済
乳
」
で
あ
る
。

「
特
殊
諸
岡
民
が

一
言
に
じ
で
は
「
一
定
圃
民

高
民
経
梼
皐
と
園
民
極
構
曲
学
と
の
匝
別
は
右
の
如
く
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
雨
者
の
闘
係
如
何
。
先
づ
リ
ノ
ス
ト
は
寓

世
間
民
経
済
事
と
圃
民
経
済
撃

:IL 
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高
民
経
済
墜

E
園
民
経
海
底
平

第
四
十
一
巻

五
七
四

第
四
一
甥

一
三

O

民
経
掛
皐
の
異
理
性
を
承
認
す
る
。
そ
の
基
礎
に
は
「
正
し
い
理
念
、
即
ち
経
掛
撃
が
賃
践
を
照
ら
す
も
の
で
あ

る
と
い
ふ
そ
の
規
定
を
充
足
す
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
経
油
開
皐
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
且
つ
完
成
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ

所
の
理
念
、
賞
践
が
梼
道
へ
外
れ
な
い
様
に
忘
れ
で
は
な
ら
ぬ
所
の
理
念
し
一
か
あ
る
。
印
私
寓
民
的
料
棒
串
は
世
界
聯

合
を
前
提
す
る
限
り
正
し
仏
、
従
っ
て
世
界
聯
令
に

λ
り
得
る
に
充
分
に
遊
ん
だ
岡
氏
に
於
て
は
寓
時
的
原
理
主

岡
氏
的
原
理
と
は
一
致
す
れ
o

た
ヲ
そ
れ
は
「
諸
岡
民
瞳
の
性
質
及
び
そ
の
特
殊
利
盆
並
に
紙
態
を
考
慮
し
、
そ

れ
を
世
田
抑
聯
A
U
松一に・氷山
vd
の
平
和
の
班
合
L
)

一
致
せ
し
め
る
事
?
等
閑
に
し
た

H
E
-一
-
一
日
っ
て
問
時
に
そ
の
抽
象

、
‘
.
、
、
、

面
を
鋭
〈
指
摘
す
加
。
高
民
鰹
漕
皐
は
世
界
聯
A
口
と
永
遠
の
平
和
正
の
賞
存
を
前
提
寸
る
、
帥
も
「
ま

r生
成
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、
、
、
.
、
、
、

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
所
の
肢
態
を
現
買
に
存
在
す
る
も
の
と
仮
定
し
て
来
七
の
で
あ
る
o
」
け
れ
H

と
も
、

「
世
界
共

和
圃
帥
ち
諸
園
民
が
そ
れ
に
よ
っ
て
相
互
聞
の
法
律
扶
態
を
承
認
し
封
鎖
白
給
を
断
念
す
る
所
の
地
球
上
の
諸
圃

民
の
聯
合
は
、
多
〈
の
闘
民
瞳
が
出
来
る

rけ
平
等
の
産
業
・
文
化
・
政
治
的
援
展
並
に
勢
力
の
段
階
に
跳
躍
し
た

場
合
に
の
み
賓
現
さ
れ
る
o
」
こ
の
段
階
に
各
闘
民
が
如
何
に
し
て
到
達
し
得
る
か
を
、
諸
岡
民
の
現
存
の
利
益
及

び
個
別
的
事
情
を
承
認
し
て
そ
の
上
で
、
教
へ
る
の
が
園
民
経
糟
皐
で
あ
る
。
要
す
る
に
高
民
経
掛
皐
は
、
岡
氏

瞳
の
性
質
を
金
〈
知
ら
や
、
永
遠
の
平
和
炉
支
配
す
る
世
界
聯
合
を
前
提
し
、
そ
れ
が
そ
の
科
墜
に
奥
へ
た
名
栴

に
も
拘
は
ら
歩
そ
の
科
墜
か
ら
杢
〈
政
策
を
排
除
し
、
個
ι
干
の
園
民
の
経
済
で
は
な
く
て
、
枇
合
一
般
の
卸
ち
会

国

人
類
の
経
油
慣
を
そ
の
研
究
の
劃
象
と
な
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

9
ス
ト
は
考
へ
る
、

「
園
民
の
概
念
か
ら
出
後

し
-
人
類
の
経
梼
は
、
ぞ
れ
が
現
在
未
だ
分
離
し
た
カ
と
利
益
の
統
一
に
ま
で
結
合
し
七
同
種
の
他
の
諸
枇
舎
に

36) a. a. O. s. 73・
38) ". s. o. S. 275-78. 

a. o. o. S. 265-66 
a. a. O. S. 212. 
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自
然
的
自
由
に
於
て
謝
立
す
る
諸
国
民
瞳
に
分
裂
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
に
よ
っ
て
、
如
何
な
る
本
質
的
援
化
ぞ
蒙

ら
ま
る
を
得
な
い
か
を
示
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
而
し
て
こ
の
人
類
世
舎
の
分
裂
は
闘
民
の
費
展
段
階
の
相
遠
に

起
因
す
る
。
而
も
総
て
の
闘
民
は
、
個
人
と
同
じ
く
、
「
自
己
保
存
の
本
能
・
完
益
化
の
欲
求
」
を
自
然
に
具
へ
て

ゐ
る
。
そ
れ
ぞ
岡
民
経
神
皐
は
率
直
に
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
し
て

9
ス
ト
は
言
ふ
、
「
野
盤
園
民
を
文

明
園
民
に
、
弱
小
園
民
を
強
大
間
民
に
な
し
、
而
も
就
中
彼
等
に
生
存
と
永
績
と
を
保
読
す
る
事
が
政
策
の
使
命

で
め
る
。
岡
氏
の
艇
樺
的
殺
展
を
成
就
し
、
岡
民
を
勝
一
来
の
池
田
一
遍
枇
舎
へ
の
準
入
に
準
備
す
る
事
が
園
民
経
掛
阜

の
使
命
で
あ
る
」
と
ポ
こ
〉
に
我
み
は
、
人
類
的
理
想
は
岡
氏
に
よ
っ
て
寅
現
さ
れ
、
岡
氏
的
理
想
は
同
時
に
人

類
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
従
っ
て
寓
民
極
構
皐
は
岡
民
経
神
皐
を
探
介
と
し
、
後
者
は
前
者
セ
目
標
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
ね
、
と
「
る
ソ
ス
ト
の
考
へ
や
}
印
刷
用
し
得
る
で
あ
ら
う
。
単
純
な
治
政
策
か
ら

.h別
ザ
九
れ
だ
岡
民
艇

梼
皐
帥
ち
、
「
合
理
的
政
策
の
最
高
目
標
は
L
、
左
前
ノ
ス
ト
は
述
べ
て
ゐ
る
、
「
制
定
法
下
に
於
け
る
諸
問
民
の
結

合
で
あ
み
。
|
|
そ
れ
は
世
界
の
主
要
諸
岡
民
を
文
化
・
踊
一
枇
・
農
業
並
に
勢
力
に
於
て
出
来
る
だ
け
卒
等
に
す
る

事
に
よ
っ
て
の
み
、
彼
等
の
聞
に
存
在
す
る
反
戚
と
闘
争
を
好
意
と
調
和
に
轄
化
す
る
事
に
よ
っ
て
の
み
、
一
到
達

3
れ
得
る
所
の
目
楳
で
あ
る
」
と
。
つ
ま
り
、

η
ノ
丸
ト
闘
民
粧
掛
患
は
寓
民
一
極
掛
皐
の
真
理
性
を
も
承
認
す
る
。

披
は
或
る
所
に
寓
民
経
糟
皐
の
理
論
を
桓
否
す
る
も
の
で
な
い
一
旨
を
は
っ
き
り
書
い
て
ゐ
ふ
。
我
冷
の
言
葉
で
言

へ
ば
、
前
者
は
後
者
を
契
機
と
し
て
止
揚
す
る
。
こ
の
事
は
、
永
遠
の
卒
和
が
支
配
す
る
会
人
類
的
世
界
聯
舎
を

理
想
と
す
る

9
4
F
ト
の
枇
舎
観
、
及
び
歴
史
は
理
論
を
含
む
と
す
る
彼
の
皐
問
論
に
劃
臆
す
る
。
ま
こ
と
、

ー「

粗

闘
と
人
類
型

F
E
E町
内

z
d
z
g
g
p
b」
こ
そ
が
9
ス
ト
の
標
語
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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